
視覚・聴覚障害者にも快適な市街地音環境の研究にも快適な市街地音環境の研究快適な市街地音環境の研究な市街地音環境の研究市街地音環境の研究の研究研究

＜研究の研究目的＞

　　資料に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いした論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いされていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いパー企画情報室　　溝田　哲　クロー企画情報室　　溝田　哲　ド」）に応用し、調査及び実験を行い」）に応用し、調査及び実験を行いに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い応用し、調査及び実験を行いし、調査及び実験を行い調査及び実験を行いび実験を行い実験を行いを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い行いい

現在の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音環境がどの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、状態（健常者、調査及び実験を行い障害者に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いとって）に応用し、調査及び実験を行いであるの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、かを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い明らかにし、音環境の面から、らかに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いし、調査及び実験を行い音環境の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、面から、から、調査及び実験を行い

障害者と健常者に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い快適な街づくりをのあり方を明らかにする。その結果を、これからの街づくり、道路づな状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、街づくりをのあり方を明らかにする。その結果を、これからの街づくり、道路づづくりを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、あり方を明らかにする。その結果を、これからの街づくり、道路づを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い明らかにし、音環境の面から、らかに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いする。その音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、結果を、これからの街づくり、道路づを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い、調査及び実験を行いこれからの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、街づくりをのあり方を明らかにする。その結果を、これからの街づくり、道路づづくり、調査及び実験を行い道路づづ

くりに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い応用し、調査及び実験を行いし「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いやまぐち未来デザイン２１」に言う「健やか長寿社会創造夢戦略」「安心して豊かに暮らせ未来デザイン２１」に言う「健やか長寿社会創造夢戦略」「安心して豊かに暮らせデザイン２１」に言う「健やか長寿社会創造夢戦略」「安心して豊かに暮らせ」に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い言う「健やか長寿社会創造夢戦略」「安心して豊かに暮らせう「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い健やか長寿社会創造夢戦略」「安心して豊かに暮らせ」「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い安心して豊かに暮らせして豊かに暮らせかに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い暮らせらせ

る生活の確保」「心のかよう健康福祉社会の実現」の一端を担う。の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、確保」「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い心して豊かに暮らせの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、かよう健康福祉社会の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、実現」の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、一端を担う。を山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い担う。う。

＜研究効果のイメージ＞の研究イメージ＞

　山口県（県庁所在の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、地山口市）に応用し、調査及び実験を行いの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、シンボルともなっている「パークロード」を、視覚障害者、聴覚障害者ともな状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、っている「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いパー企画情報室　　溝田　哲　クロー企画情報室　　溝田　哲　ド」）に応用し、調査及び実験を行い」を山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い、調査及び実験を行い視覚障害者、調査及び実験を行い聴覚障害者 、調査及び実験を行い

高齢者、調査及び実験を行い健常者がゆった論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いりと自由に散歩を楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりしに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い散歩を楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりしを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりししんだり、調査及び実験を行いベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりしに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い座って日向ぼっこしたり、談笑したりしって日向ぼっこしたり、談笑したりしぼっこした論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いり、調査及び実験を行い談笑したりしした論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いりし

な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、がらくつろぎ、調査及び実験を行いパー企画情報室　　溝田　哲　クロー企画情報室　　溝田　哲　ド」）に応用し、調査及び実験を行いの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、四季を楽しんでいる光景が現実のものになる。を山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりししんでいる光景が現実のものになる。が現実の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、もの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いな状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、る。

＜研究センター企画情報室　　溝田　哲　課題としての妥当性＞としての音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、妥当性＞

　この音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、ような状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、研究センター企画情報室　　溝田　哲　を山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い、調査及び実験を行い環境保健研究センター企画情報室　　溝田　哲　センター企画情報室　　溝田　哲　が行いうことが山口県行い政における組織上妥当かと言うこに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いおける組織上妥当かと言う「健やか長寿社会創造夢戦略」「安心して豊かに暮らせうこ

とであるが、調査及び実験を行い「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い山口県福祉の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、街づくりをのあり方を明らかにする。その結果を、これからの街づくり、道路づづくり条例」の第」の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、第 10条に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い

　（調査研究センター企画情報室　　溝田　哲　）に応用し、調査及び実験を行い

　県は、調査及び実験を行い福祉の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、まち未来デザイン２１」に言う「健やか長寿社会創造夢戦略」「安心して豊かに暮らせづくりに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い関する施策の策定に資するとともに市町村、事業者及び県民の福祉の街する施策の策定に資するとともに市町村、事業者及び県民の福祉の街の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、策の策定に資するとともに市町村、事業者及び県民の福祉の街定に資するとともに市町村、事業者及び県民の福祉の街に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い資するとともに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い市町村、調査及び実験を行い事業者及び実験を行いび実験を行い県民の福祉の街の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、福祉の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、街づくりをのあり方を明らかにする。その結果を、これからの街づくり、道路づ

づくりへの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、取り組みを支援するため、高齢者、障害者等が円滑に利用できる公共的施設の整備に関すり組みを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い支援するため、高齢者、障害者等が円滑に利用できる公共的施設の整備に関すするた論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いめ、調査及び実験を行い高齢者、調査及び実験を行い障害者等が円滑に利用できる公共的施設の整備に関すが円滑に利用できる公共的施設の整備に関すに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い利用し、調査及び実験を行いできる公共的施設の整備に関すの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、整備に関すに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い関する施策の策定に資するとともに市町村、事業者及び県民の福祉の街す

る調査及び実験を行いび実験を行い研究センター企画情報室　　溝田　哲　その音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、他必要な調査研究を実施するものとする。な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、調査研究センター企画情報室　　溝田　哲　を山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い実施するもの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、とする。

　と定に資するとともに市町村、事業者及び県民の福祉の街めていること及び実験を行いび実験を行い環境保健研究センター企画情報室　　溝田　哲　センター企画情報室　　溝田　哲　が健康福祉部の出先機関でもあることを考えると、妥の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、出先機関する施策の策定に資するとともに市町村、事業者及び県民の福祉の街でもあることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い考えると、妥えると、調査及び実験を行い妥

当性を山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い欠くものとは言えず、積極的に当該課題のような研究も行うべきであると考えられる。くもの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、とは言う「健やか長寿社会創造夢戦略」「安心して豊かに暮らせえず、調査及び実験を行い積極的に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い当該課題としての妥当性＞の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、ような状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、研究センター企画情報室　　溝田　哲　も行いうべきであると考えると、妥えられる。

＜研究期間＞

３年間（基礎研究センター企画情報室　　溝田　哲　１」に言う「健やか長寿社会創造夢戦略」「安心して豊かに暮らせ年、調査及び実験を行い応用し、調査及び実験を行い研究センター企画情報室　　溝田　哲　２年）に応用し、調査及び実験を行いとする。

＜研究担当機関＞

　環境保健研究センター企画情報室　　溝田　哲　センター企画情報室　　溝田　哲　

＜研究センター企画情報室　　溝田　哲　援するため、高齢者、障害者等が円滑に利用できる公共的施設の整備に関す助機関する施策の策定に資するとともに市町村、事業者及び県民の福祉の街＞

　福祉担う。当部の出先機関でもあることを考えると、妥局、調査及び実験を行い土木担う。当部の出先機関でもあることを考えると、妥局、調査及び実験を行い環境保全課、調査及び実験を行い県民の福祉の街生活の確保」「心のかよう健康福祉社会の実現」の一端を担う。課。

＜基礎研究の研究内容＞

　１」に言う「健やか長寿社会創造夢戦略」「安心して豊かに暮らせ　調査対象空間

　　　パー企画情報室　　溝田　哲　クロー企画情報室　　溝田　哲　ド」）に応用し、調査及び実験を行い。

  ２　調査協力要な調査研究を実施するものとする。請対象

　　(1)視聴覚障害者

　　　一般視聴覚障害者、調査及び実験を行い盲・聾学校生徒。

　　(2)健常者　一般市民の福祉の街及び実験を行いび実験を行いボランティア。

　３　調査・実験を行い内容
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　　(1)現在の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音環境に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いついて（現状分析）に応用し、調査及び実験を行い

　　　ア　障害者の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音空間（障害者が受け取る音環境）け取り組みを支援するため、高齢者、障害者等が円滑に利用できる公共的施設の整備に関する音環境）に応用し、調査及び実験を行い

　　　　障害者への音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、アンケー企画情報室　　溝田　哲　ト調査、障害者の協力による現地調査、実験等を行う。調査、調査及び実験を行い障害者の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、協力に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いよる現地調査、調査及び実験を行い実験を行い等が円滑に利用できる公共的施設の整備に関すを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い行いう。

　　　　　視覚障害者の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音景が現実のものになる。観。と、調査及び実験を行い行い動空間との音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、関する施策の策定に資するとともに市町村、事業者及び県民の福祉の街係。

　　　　　聴覚障害者の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音景が現実のものになる。観。と、調査及び実験を行い行い動空間との音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、関する施策の策定に資するとともに市町村、事業者及び県民の福祉の街係。

　　　　　身体障害者の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音景が現実のものになる。観。と、調査及び実験を行い行い動空間との音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、関する施策の策定に資するとともに市町村、事業者及び県民の福祉の街係。

　　　イ　健常者の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音空間（健常者が受け取る音環境）け取り組みを支援するため、高齢者、障害者等が円滑に利用できる公共的施設の整備に関する音環境）に応用し、調査及び実験を行い

　　　　障害者に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いおこな状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、った論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いと同様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、調査、調査及び実験を行い実験を行いを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い行いう。

　　　　　健常者の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音景が現実のものになる。観。と、調査及び実験を行い行い動空間との音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、関する施策の策定に資するとともに市町村、事業者及び県民の福祉の街係。

　　　ウ　音響科学的手法による調査及び実験を行う。に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いよる調査及び実験を行いび実験を行い実験を行いを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い行いう。

　　　　音の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、大きさ（音種間の音圧レベル差など）、音の種類（周波数等）標準音による反応実験などきさ（音種間の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音圧レベル差など）、音の種類（周波数等）標準音による反応実験などレベルともなっている「パークロード」を、視覚障害者、聴覚障害者差など）、音の種類（周波数等）標準音による反応実験などな状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、ど）に応用し、調査及び実験を行い、調査及び実験を行い音の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、種類（周波数等が円滑に利用できる公共的施設の整備に関す）に応用し、調査及び実験を行い標準音に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いよる反応実験を行いな状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、ど。

　　　　　音景が現実のものになる。観の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、パター企画情報室　　溝田　哲　ン分類。

　　　　　音景が現実のものになる。観パター企画情報室　　溝田　哲　ンと各種障害者の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音景が現実のものになる。観認知様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、式との関係。との音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、関する施策の策定に資するとともに市町村、事業者及び県民の福祉の街係。

＜応用研究の研究内容＞

　前期の成果をふまえ、障害者・高齢者・健常者が安全に快適に暮らせる街づくりのたの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、成果を、これからの街づくり、道路づを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いふまえ、調査及び実験を行い障害者・高齢者・健常者が安全に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い快適な街づくりをのあり方を明らかにする。その結果を、これからの街づくり、道路づに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い暮らせらせる街づくりをのあり方を明らかにする。その結果を、これからの街づくり、道路づづくりの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、た論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いめ、視覚・聴覚

障害者及び実験を行いび実験を行い健常者に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い快適な街づくりをのあり方を明らかにする。その結果を、これからの街づくり、道路づな状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、歩を楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりし道・道路づ等が円滑に利用できる公共的施設の整備に関すの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、デザインの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、提案をおこなう。を山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いおこな状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、う。

　具体例」の第としては、調査及び実験を行い振動道路づ（歩を楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりし道、調査及び実験を行い横断歩を楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりし道）に応用し、調査及び実験を行い、調査及び実験を行い音案をおこなう。内歩を楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりし道、調査及び実験を行い車種判別歩を楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりし道、調査及び実験を行い自動車接近警報歩を楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりし道

な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、どが考えると、妥えられる。

＜研究発案の端緒＞の研究端緒＞

「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い視覚障害者の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音環境」という、調査及び実験を行い横浜市環境科学研究センター企画情報室　　溝田　哲　所と横浜国立大きさ（音種間の音圧レベル差など）、音の種類（周波数等）標準音による反応実験など学との音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、共同研究センター企画情報室　　溝田　哲　論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い読んで。んで。

・論文の要旨の研究要旨

　健常者に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い無用し、調査及び実験を行いな状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、おとであっても視覚障害者は重要な調査研究を実施するものとする。な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、情報とせざるを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い得ず、一方、健　常者にとってず、調査及び実験を行い一方を明らかにする。その結果を、これからの街づくり、道路づ、調査及び実験を行い健　常者に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いとって

は、調査及び実験を行い障害者用し、調査及び実験を行い誘導音の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、増加は騒音の増大を意味する。この矛盾の解決が、　両者が共生できる快適は騒音の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、増大きさ（音種間の音圧レベル差など）、音の種類（周波数等）標準音による反応実験などを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い意味する。この矛盾の解決が、　両者が共生できる快適する。この音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、矛盾の解決が、　両者が共生できる快適の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、解決が、　両者が共生できる快適が、調査及び実験を行い　両者が共生できる快適な街づくりをのあり方を明らかにする。その結果を、これからの街づくり、道路づ

音環境の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、実現に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い必要な調査研究を実施するものとする。である。その音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、第一歩を楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりしとして、調査及び実験を行い小学生以上の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、　視覚障害者 32名にインタビューし、に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いインタビュー企画情報室　　溝田　哲　し、調査及び実験を行い

彼らが街で利用する音の種類と利用状況及び問題　点の把握を試みた。危険回避は車や人の接近らが街づくりをのあり方を明らかにする。その結果を、これからの街づくり、道路づで利用し、調査及び実験を行いする音の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、種類と利用し、調査及び実験を行い状況及び実験を行いび実験を行い問題としての妥当性＞　点の把握を試みた。危険回避は車や人の接近の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、把握を試みた。危険回避は車や人の接近を山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い試みた。危険回避は車や人の接近みた論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い。危険回避は車や人の接近は車や人の接近の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、接近

音で行いわれ、調査及び実験を行い音種は少なく、道路横断で　は音響式信号への依存が極めて高い。歩行では、既知であな状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、く、調査及び実験を行い道路づ横断で　は音響式との関係。信号への依存が極めて高い。歩行では、既知であへの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、依存が極めて高い。歩行では、既知であが極めて高い。歩を楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりし行いでは、調査及び実験を行い既知であ

る店舗等が円滑に利用できる公共的施設の整備に関すの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音を山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い位置の標識　とし、目標音を頼りに脇を通る車や人の流れを動線として歩を進めていの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、標識　とし、調査及び実験を行い目標音を山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い頼りに脇を通る車や人の流れを動線として歩を進めていりに示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い脇を通る車や人の流れを動線として歩を進めていを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い通る車や人の流れを動線として歩を進めている車や人の接近の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、流れを動線として歩を進めていれを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い動線として歩を進めていとして歩を楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりしを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い進めていめてい

る。従って標　識・目標音の変更、移動、消滅は彼らを不安にし、大型トラック等の突発的大音響はって標　識・目標音の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、変更、調査及び実験を行い移動、調査及び実験を行い消滅は彼らを不安にし、大型トラック等の突発的大音響はは彼らが街で利用する音の種類と利用状況及び問題　点の把握を試みた。危険回避は車や人の接近らを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い不安に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いし、調査及び実験を行い大きさ（音種間の音圧レベル差など）、音の種類（周波数等）標準音による反応実験など型トラック等の突発的大音響はト調査、障害者の協力による現地調査、実験等を行う。ラック等が円滑に利用できる公共的施設の整備に関すの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、突発的大きさ（音種間の音圧レベル差など）、音の種類（周波数等）標準音による反応実験など音響は

歩を楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりし行い中の方向感覚を失わせ混乱状態から恐怖に陥らせている。単独歩行する全盲は、　反射音や音の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、方を明らかにする。その結果を、これからの街づくり、道路づ向ぼっこしたり、談笑したりし感覚を山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い失わせ混乱状態から恐怖に陥らせている。単独歩行する全盲は、　反射音や音わせ混乱状態から恐怖に陥らせている。単独歩行する全盲は、　反射音や音に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い陥らせている。単独歩行する全盲は、　反射音や音らせている。単独歩を楽しんだり、ベンチに座って日向ぼっこしたり、談笑したりし行いする全盲は、調査及び実験を行い　反射音や音

の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、影、調査及び実験を行いまた論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いマンホー企画情報室　　溝田　哲　ルともなっている「パークロード」を、視覚障害者、聴覚障害者や側溝の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、水音な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、ど、調査及び実験を行い健常者が気づかぬ微細な音まで　も有効な情報としており、づかぬ微細な音まで　も有効な情報としており、微細な音まで　も有効な情報としており、な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音まで　も有効な情報としており、な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、情報としており、調査及び実験を行い

これらの音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、情報化システムは、健常者の騒音にもならず、　視覚障害者の自立的行動を促進するこシステムは、健常者の騒音にもならず、　視覚障害者の自立的行動を促進するこは、調査及び実験を行い健常者の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、騒音に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行いもな状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、らず、調査及び実験を行い　視覚障害者の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、自立的行い動を山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い促進めていするこ

とが示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い唆されている。自動販売機が発する”お　礼”の音声は障害者すらも無意味としており、不要なされている。自動販売機が発する”お　礼”の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、音声は障害者すらも無意味としており、不要なは障害者すらも無意味する。この矛盾の解決が、　両者が共生できる快適としており、調査及び実験を行い不要な調査研究を実施するものとする。な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、

情報が不要な調査研究を実施するものとする。な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、人の接近に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い伝達されてい　る状況が現に存在する。されてい　る状況が現に示した論文に示されていることを山口県（「パークロード」）に応用し、調査及び実験を行い存が極めて高い。歩行では、既知であ在の音環境がどの様な状態（健常者、障害者にとって）であるのかを明らかにし、音環境の面から、する。
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